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ご存知でしたか？．．． レイアウトのテキストで使っているフォントが別のコンピュータで
見つからない場合、置き換えるフォントを指定できます。

マニュアル指定のフォント置き換えによって．．．
 ● フォントがないという問題を解消します。
 ● 見つからないフォントを置換するフォントを指定できます。
 ● 置換するフォントの指定が無いときは、自動フォント置き換えが行われます。

フォントを指定する方法
 ● テキストを入力する時、{~F フォント名 1, フォント名 2, フォント名 3} のように不明フォントを置換するフォントを

指定します。
 ● 不明フォントを置換するフォントが指定されていない場合、TNT 製品は自動でフォント置換を行います。
 ● マニュアル指定、自動置換のどちらのフォントも見つからない場合、TNT ユーザインターフェースに指定されてい

るフォントで置換されます。

さらに知りたいことがあれば．．．

TNT 製品におけるフォントの置き換え
(Font Substitution in the TNT Products)

以下のテクニカルガイドをご覧ください :

Address と Owner 項目において
フォントが見つからない時に置換す
るフォントは、Times New Roman 
bold( 太字 ) が見つかれば最初に使い、
2 番目は Helvetica、最後は Courier
の順で使うように設定されています。

上図では、指定したフォントが、対応フィールドの各レコードの文字式の
一部として示されています。

これらの項目には
Times New Roman 
bold(timesbd.ttf) が
設定されています。

これらの項目には
Arial bold(arialbd.ttf)
が設定されています。

TNTmips により Arial 
bold は Helvetica bold
で自動置換されました。

Times New Roman bold 
(timesbd.ttf) がない場
合、Helvetica(helvetica.
dfont;1) で置換するよう
に設定されています。

Arial bold に は 自 動 置 換 を 行 い ま す。
Arial bold が な い 時 は、Helvetica bold
に自動的に置換されます。
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